
ジェイアール東海コンサルタンツ様に “テラセル”を知っ
ていただくきっかけとなったのは、7年前（平成30年）
に発生した記録的豪雨により高山本線が被害を受けた時
でした。坂上駅～打保駅間の橋りょうでは、土石流によ
り盛土の崩壊や流路工などが損傷し、甚大な被害が発生
しました（図1参照）。
この災害復旧計画に、ジェイアール東海コンサルタンツ
の横山様と伊勢木様が携わられました。
災害復旧計画のひとつに、線路の復旧後に、線路を跨い
だ山側での砂防堰堤の構築や堆積土砂撤去の維持管理の
ために「進入路」の整備が必要になったとのことでした。
進入路の整備計画では、既設盛土に一般的な勾配の腹付
け盛土を構築すると、腹付け盛土が用地境界に収まらな
いため、土留めを構築し、用地内に進入路を収める必要
がありました。
このような場合、鉄道では盛土補強土擁壁（RRR工法）
を選定し、用地内に収めるケースが多いと聞きました。
ただし、今回の進入路は鉄道荷重の影響を受けず、あく
まで一時的に使用される保守用の進入路であることから、
当初は仮設構造として、親杭横矢板工法や耐候性大型土
嚢を用いた案で検討がなされました。
しかし、親杭横矢板工法の場合は、工事費が約1億円と
高コスト、耐候性大型土嚢を用いた場合は、材料手配や
設置作業は容易であるが、耐久性に課題があり、吹付コ
ンクリートなどの保護工が必要でした。こうした課題を
踏まえ、鉄道盛土での本設利用としても実績がある「テ
ラセル」を用いた進入路案を提案しました。
テラセルは軽量かつコンパクトで、大型重機械が不要な
ことから、狭隘な施工環境に適していること、さらにコ
スト面でも優れている点が評価され、採用に至ったとの
ことでした。
この事例をきっかけに、JR東海様およびジェイアール東
海コンサルタンツ様、鉄道施工会社様の間でテラセルの
用途が広く認知されるようになり、近年では、踏切前後
のアプローチやクレーン基礎への採用など、鉄道工事に
おいて幅広くテラセルが活用されるようになりました。
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当社のテラセルは、鉄道分野においても数多くの現場でご採用いただいております。
今回は、その活用が広がるきっかけとなった高山本線の災害復旧工事について、当時の採用背景や評価された点を
ジェイアール東海コンサルタンツ様に伺いました。
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寸法調整により舗装ブロックの
水平性を確保し水平方向のズレを防ぐ
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踏切の軌道敷外舗装としてコンクリート舗装ブロックを採用する場
合において、施工性・耐久性を向上させるためにグランドセルマッ
トレスを活用した踏切構造です。本技術は、東海旅客鉄道株式会社
ご協力により開発されたもので、鉄道ACT研究会においてPR対象
工法として正式に登録されています。
※鉄道ACT研究会（http://rail-act.org/）とは、
　鉄道建設技術の向上と普及の推進、その健全な発展目的とした研究会です。
※特許出願 特開 2025-7608「道路構造及び道路の施工方法」

特徴・優位性

グランドセルマットレスの適用で
施工性・耐久性の課題を解消

舗装ブロックの沈下が発生で
耐久性に課題
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アスファルト

アスファルト、縁コンクリート+基礎砕石
従来工法

舗装ブロック+基礎砕石 舗装ブロック+グランドセルマットレス
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縁コンクリートの施工が困難で
施工性に課題

縁コンクリート

舗装ブロック 舗装ブロック

コンクリート舗装ブロックの基礎としてグランドセルマットレス工
法を採用することにより、列車間合いを考慮した日当たり施工量が
設定でき、空間的、時間的制約のある踏切新設・拡幅工事の安全性・
施工性が向上します。また、踏切供用開始後の舗装ブロックの沈下
等を抑制することができ、維持管理の負担を軽減します。

技術概要
PR対象工法

グランドセル®マットレスを活用した
踏切構造（段差抑制）

鉄道ACT研究会登録工法

＜ 施工性＞
■ 軽量・コンパクトなグランドセルは人力での施工（材料運搬・
敷設・転圧等）が可能

■ 高密度ポリエチレン製のため、加工が容易で、作業時間を考慮
した日当たり施工量を任意に決定可能

■ 撤去も容易で、仮設踏切にも適用可能
＜耐久性＞
■ 連続長繊維スパンポンド不織布の敷設により、下層地盤と分離
され路盤材との混在による沈下を抑制

■ 砕石を充填したハニカム構造にて上載荷重が分散されることで
沈下を抑制

■ 供用開始後も沈下抑制により、維持管理の負担が軽減
■ 耐薬品性に優れ、土壌による劣化の影響を受けない

・不織布により各層を縁切りすることで隣接材料との
  混在による沈下を防ぐ
・マットレス内の砕石と下層のバラストが噛合い、
  水平方向のズレを防ぐ


